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（１） 審議会の設置目的

第1回会議資料
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基本構想とは、総合計画を構成する３層構造の１つで、本市の理想の都市像と
その実現に向けたまちづくりの目標等を定めたものです
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＜総合計画の三層構造＞基本構想

本市が目指す理想の都市及び市政を総合的かつ計画
的に推進するための施策の方向を明らかにするもの

基本計画

基本構想で示す本市の理想都市を実現するため、今後
のまちづくりを進める上での総合的な指針となるもの

実施計画

基本計画に定めた主要施策を中心に、実施する事業を
明らかにしたもの
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総合計画とは、本市にとって基本となる一番大切な計画です
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総合計画とは

これからの苫小牧をどのようなまちにしていくかとい
う「まちづくり」の長期的な目標や考え方を示すもの

総合計画の策定根拠について

苫小牧市自治基本条例に基づき、策定が義務付け
られている

市政を総合的かつ計画的に運営するために、定め
なければならない

現総合計画の期間について

2008年～2017年度
⇒ この計画に続くものを策定する必要がある



社会情勢の変化や地域ニーズを的確に捉え、市の最上位計画である総合計画に
反映させていく必要があります

苫小牧市総合計画の位置づけ

 苫小牧市自治基本条例により策定が義務化

 苫小牧市の最上位計画

 効率的な行政施行を推進するための指針

 市と市民がまちづくりを進めていくための行動指針

 まちの将来像

計画策定において求められる視点

 本市の将来像を見据えた計画策定

 社会経済環境の変化や地域のニーズに的確に対応した計画策定

 地域の資源を活かす計画策定

 「コミュニティ・互助・協働」の新たな形を見据えた計画策定

 地方創生と連動した計画策定

 市民の共感と信頼を得るためのわかりやすい計画策定

現在の総合計画
（2008～2017年度）

人間環境都市

新たな総合計画
（2018～2027年度）

人間環境都市

くらし
環境

都市
基盤

教育
文化

市政
運営

産業

福祉
保健
医療

基本計画の中間年での改定

アンケート調査を実施
施策を評価・見直し

人口ビジョン・総合戦略

人口減少問題に
特化した戦略の策定

市民自治・市民参加

市と市民が一緒になって
まちづくりを進めるために、
市民の意見が反映された
計画を策定する必要がある。

• 市民・事業者アンケート
• 総合計画市民懇話会
• 審議会等での意見収集
• 基本構想審議会
• パブリックコメント

・経済情勢の変化
・地域環境の変化
・働き方の変化
・グローバル化の加速
・進む人口減少・高齢化
・市の財政状況の変化

基本構想審議会の設置概要

 市民や各界の有識者から構成

 市民や各界の代表者として、本市の目指す理想

の都市像と市政を総合的かつ計画的に推進する

ための施策の方向（基本構想）について意見を

頂くことを目的とする。

 基本構想のパブコメ素案をまとめるにあたり、

事務局の叩き台に対する意見を頂く。

 基本構想原案に対する意見を頂く。

 原案や議論を踏まえた審議会案を答申として頂く。
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（２） 策定スケジュール等

第1回会議資料



6

アンケート調査をはじめとする様々な意見を参考に、計画案の調整を行っています

新たな総合計画の策定
作業に係る方針決定 • 計画策定にあたっての基本的方針を決定

庁内における
新総合計画案の検討

Step 実施内容日程

平成28年7月

現在
• アンケート調査、市民懇話会、各審議会委員からの意見を踏まえた
総合計画の案を庁内で検討

策定作業のステップ

市民アンケート調査
の実施

• 市民（2,000人）を対象としたアンケート調査により
市政に対する市民意識を把握

平成28年7～8月

事業所アンケート調査
の実施

• 市内事業者（2,200人）を対象としたアンケート調査により
市政に対する事業者意識を把握

平成28年8～9月

総合計画市民懇話会の
設置・開催

• 市民及び各分野の有識者からなる市民懇話会を設置
• 将来のまちづくりに向けての意見を収集平成29年1～3月

各審議会委員に対する
意見・提案の収集

• 市で開催する様々な審議会の場にて、将来のまちづくりに
向けての意見を収集

平成29年4～7月
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基本構想審議会

３、４回の審議会の中で、委員の皆様に総合計画に対する理解を深めるとともに、
新しい総合計画の基本構想に対する諮問を行っていきます

審議会 審議会の各回における主たる議題・目的日程（未定）

第2回審議会

第3回審議会

第4回審議会
基本構想原案に対する答申
• 基本構想原案に対する審議会案取り纏め
• 答申

基本構想原案の提示
• パブリックコメントの結果説明
• パブリックコメントを反映した原案の提示

パブリックコメント等の実施説明
• パブリックコメントをする素案の提示
• パブリックコメントや市民説明会の実施説明

１２月中旬～１月

１１月中

９月下旬

パブリックコメントの実施
9月下旬～10月下旬

第1回審議会
キックオフ
• 審議会の目的・スケジュール
• 基本構想の事務局案（たたき台）の提示

８月下旬
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書面開催を予定
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（３） アンケート結果等から見る市の現状について
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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市民アンケートにより、施策の満足度・市政の課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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事業者アンケートにより、施策の満足度・経営課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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事業者アンケートにより、施策の満足度・経営課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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事業者アンケートにより、施策の満足度・経営課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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事業者アンケートにより、施策の満足度・経営課題等の意向を調査しました

第1回会議資料
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人口想定は、平成２７年度に策定した人口ビジョンの人口想定を基本とします

20.6% 17.6%15.4%14.2%13.5% 13.0%

69.7%70.4%69.9%67.7%65.4%
60.9%

9.4%
11.7%14.8%18.1% 21.1%

25.7%

13% 14% 15% 15%

56%
52%

51% 53%

31%
34%

34%
32%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

65歳以上 15～64歳 0～14歳

第1回会議資料



20

第６次基本計画期間 基本構想期間

第６次基本計画及び基本構想の期間中の人口想定は、以下のとおりとなります
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老年人口
65歳以上

生産年齢人口
15～64歳

年少人口
0～14歳

約167,000人約170,000人172,737人
約165,000人

約50,000人
29.4％

約98,000人
57.7％

約22,000人
12.9％

約51,000人
30.5％

約95,000人
56.9％

約21,000人
12.6％

44,469人
25.7％

105,217人
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13.0％
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（４） 基本構想案について

第1回会議資料
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先人達の努力と英知を継承し続けるという理念の下、新しい基本構想においても、
理想の都市を「人間環境都市」とします

第1回会議資料

基本構想＜1973議決>

目標時期 昭和60年代

基本構想<1988議決>

目標時期 21世紀初頭

基本構想<2007議決>

目標時期 2008～2017年度

基本構想<2018議決予定>

目標時期 2018～2027年度

《理想の都市》
苫小牧市が理想とする都市像は、人
間環境都市とし、目標を次のとおり設
定する。

※ 人間環境都市宣言
苫小牧市は、開基百年にあたり、緑と
太陽の大自然を擁するかけがいのない
郷土を守り、人間主体とした、公害のな
い、健康で安全な都市環境を決意し、こ
こに「人間環境都市」を宣言する。

《理想の都市》

苫小牧市は、理想の都市を「人間環
境都市」とする。

「人間環境都市」は、人間主体のま
ちであり、豊かな自然と調和した文化
の香り高く潤いある快適な環境の中
で、すべての市民が持てる能力を発
揮しながら、共に生き生きと暮らし、
未来に向かってたくましく歩むまちで
ある。

《理想の都市》

苫小牧市は、理想の都市を「人間環
境都市」とします。

「人間環境都市」は、人間主体のま
ちであり、豊かな自然と調和した文化
の香り高く潤いある快適な環境の中
で、すべての市民が持てる能力を発
揮しながら、ともに生き生きと暮らし、
未来に向かってたくましく歩むまちで
す。

《理想の都市》

苫小牧市は、理想の都市を「人間環境
都市」とします。

「人間環境都市」は、人間主体のまち
であり、豊かな自然と文化薫る快適な生
活環境の中で、ともに生き生きと心豊か
に暮らしながら、すべての市民が持てる
能力で社会に貢献し、未来に向かって
挑戦し続けるまちです。

《まちづくりの目標》

１ 健康で住みよい福祉文化都市

２ 公害のない新しい工業都市

３ 活力のある機能都市

４ 自然を守り、育てる緑の都市

《まちづくりの目標》

１ あたたかい心がふれ合う福祉都市

２ 学びつくる喜びが高まる文化都市

３ 潤いある街並みが息づく快適都市

４ 健やかな暮らし広がる健康都市

５ たくましく力がみなぎる開発都市

《まちづくりの目標》

１ 健やかで安心・安全に暮らすまち

２ 学ぶ喜びがあふれ文化の薫るまち

３ 活力ある産業と賑わいのまち

４ 自然と環境にやさしいまち

５ 快適空間に生活するまち

６ 手をつなぎ歩む誇りが持てるまち

《まちづくりの目標》

１ 共に支えあい健やかに暮らすまち

２ 明日を拓く力みなぎる産業のまち

３ 学ぶ喜びがあふれる文化の薫るまち

４ 自然と環境にやさしいまち

５ 安全・安心で快適に暮らすまち

《目標時期における人口想定》

３５万人

《目標時期における人口想定》

おおむね２５万人

《目標時期における人口想定》

おおむね１７万人

《目標時期における人口想定》

１６万人台後半

第１次

基本計画

1974～1980年度

第２次

基本計画

1981～1987年度

第３次

基本計画

1988～1997年度

第４次

基本計画

1998～2007年度

第５次

基本計画

2008～2017年度

第５次

基本計画

改定版

2013～2017年度

第６次

基本計画

2018～2022年度

第７次

基本計画

2023～2027年度
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「自治体運営に関する取組」を基本として、５つの「まちづくりの目標に関する取組」を
推進するため、施策の大綱を定めます
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第1節 自治体運営に関する取組

～ 未来に向かって挑戦し続けるまちづくり ～

第１ 市民によるまちづくりの推進
1 地域活動の促進
2 市民自治によるまちづくりの推進
3 男女平等参画の推進
4 平和の推進

第２ 健全な行財政運営の推進
1 行政組織の活性化
2 行政運営の効率化・適正化の推進
3 健全な財政運営と財政基盤の強化
4 広域連携の推進

第２節 ５つのまちづくりの目標に関する取組

第１ 共に支えあい健やかに暮らすまち
1 健康な暮らしの実現
2 地域で支えあう福祉社会の形成

第２ 明日を拓く力みなぎる産業のまち
1 地域の特性を活かした産業の振興
2 産業基盤の整備促進

第３ 学ぶ喜びがあふれる文化の薫るまち
1 次世代を担う人材育成と高等教育の充実
2 人が輝き文化の薫るまちづくりの推進

第４ 自然と環境にやさしいまち
1 自然と調和した快適環境の保全
2 廃棄物の適正処理と資源循環型社会の実現

第５ 安全・安心で快適に暮らすまち
1 快適な生活環境の整備
2 利便性の高い交通環境の整備
3 安全・安心な市民生活の確保

理想の都市 「人間環境都市」

５つのまちづくりの目標に

関する取組

自治体運営に

関する取組


